
平成22年3月期第2四半期連結累計期間連結業績予想数値の修正（平成21年4月1日～平成21年9月30日） 

平成22年3月期通期連結業績予想数値の修正（平成21年4月1日～平成22年3月31日） 

平成22年3月期第2四半期累計期間個別業績予想数値の修正（平成21年4月1日～平成21年9月30日) 

平成22年3月期通期個別業績予想数値の修正（平成21年4月1日～平成22年3月31日） 

修正の理由 

 わが国の経済は、金融危機に端を発した不況から、輸出と生産に改善の兆しが見られ、徐々に持ち直しつつあるもの
の、雇用環境は引き続き厳しい状況が続くなど、依然として先行きに不透明感が残っています。 
 こうした環境下、第2四半期連結累計期間における売上高は、期初予想を下回ると見込まれるものの、経費削減に努めた
結果、営業利益、経常利益は期初予想を上回る見込みです。また、過年度に計上した上場株式の評価損の一部につい
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業績予想の修正に関するお知らせ 

最近の業績動向を踏まえ、平成21年5月11日に公表した業績予想を下記の通り修正いたしましたのでお知らせいたします。 

記 

（金額の単位：百万円）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
1株当たり四半期純

利益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 800,900 4,300 7,800 3,200 12.89

今回発表予想(B) 785,858 6,834 10,460 7,138 28.69

増減額(B-A) △15,041 2,534 2,660 3,938

増減率(%) △1.9 58.9 34.1 123.1

（ご参考）前期第2四半期実績 
（平成21年3月期第2四半期）

948,621 17,795 22,117 8,111 30.54

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純利

益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 1,634,400 15,800 23,900 11,400 45.93

今回発表予想(B) 1,610,600 19,400 27,600 16,400 65.85

増減額(B-A) △23,800 3,600 3,700 5,000

増減率(%) △1.5 22.8 15.5 43.9

（ご参考）前期実績 
（平成21年3月期）

1,887,170 43,184 53,363 △20,453 △79.61

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
1株当たり四半期純

利益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 620,700 2,000 8,200 5,100 21.55

今回発表予想(B) 618,617 6,630 13,450 9,884 39.73

増減額(B-A) △2,082 4,630 5,250 4,784

増減率(%) △0.3 231.5 64.0 93.8

（ご参考）前期第2四半期実績 
（平成21年3月期第2四半期）

727,160 11,172 20,810 10,368 39.04

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純利

益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 1,271,400 10,000 17,800 10,700 43.11

今回発表予想(B) 1,253,400 14,300 22,900 15,500 62.24

増減額(B-A) △18,000 4,300 5,100 4,800

増減率(%) △1.4 43.0 28.7 44.9

（ご参考）前期実績 
（平成21年3月期）

1,447,410 23,870 34,585 △32,771 △127.55



て、税務上損金算入したことによる過年度法人税等の還付などもあり、四半期純利益も期初予想を上回る見込みです。 
 下期につきましても、引き続き厳しい環境が予想され、通期の売上高は、期初予想を下回る見通しですが、コストコントロ
ールの継続により、営業利益、経常利益、当期純利益につきましては、期初予想を上回る見込みです。 
 
＊「1株当たり四半期純利益」および「1株当たり当期純利益」については、平成21年1月4日付で実施した普通株式1株につ
き100株の株式分割が前期首に行われたものとして計算しております。 
 
（注）将来の事象に係る記述に関する注意 
 本業績予想につきましては、現時点で入手可能な情報に基づき当社が判断したものであり、潜在的なリスクや不確定要
素等の要因が内在しております。そのため、様々な要因の変化により、実際の業績はこれらの予想数値と異なる可能性が
あります。 

  
以 上


